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変遷する官邸会議の舞台裏
⑥  政策の企画立案は
誰が担うべきか（前編）

ダイバーシティ研究所参与
井上 洋

～産業競争力強化を
巡る駆け引き～

森
新
総
理
の
誕
生
、

産
業
新
生
会
議
へ
の
衣
替
え

供
給
サ
イ
ド
の
改
革
を
テ
ー
マ
に
設
置

さ
れ
開
催
さ
れ
て
き
た
産
業
競
争
力
会

議
は
、
与
謝
野
通
商
産
業
大
臣
の
退
任

と
小
渕
総
理
の
逝
去
で
、
事
実
上
、
幕
を

閉
じ
た
。
記
録
上
は
、
２
０
０
０
年
５
月

22
日
に
第
９
回
会
合
が
開
か
れ
、
森
総
理

が
産
業
競
争
力
会
議
主
宰
者
の
席
に
座
っ

た
。
し
か
し
、
第
一
次
森
内
閣
は
近
く
行

わ
れ
る
解
散
総
選
挙
の
た
め
の
選
挙
管
理

内
閣
だ
っ
た
。
事
実
、
会
合
の
11
日
後
、

６
月
２
日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
６
月

25
日
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
合

は
、
正
に
か
た
ち
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
今
井
会
長
か
ら
は
、「
日
本

経
済
の
新
生
の
た
め
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
３
つ
の
鍵
が
Ｉ
Ｔ
の
高
度
利
用
、
創

造
的
な
技
術
革
新
、
経
済
社
会
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
で
あ
る
」
と
の
説
明
が
行
わ

れ
、「
７
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
沖
縄
で

の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
森
総
理
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
Ｉ
Ｔ
革
命
を
促

す
大
胆
な
改
革
を
打
ち
出
す
こ
と
を
期

待
す
る
」
旨
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

前
任
の
小
渕
氏
で
あ
れ
ば
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
り
、
疑
問
点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
質

問
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
。
と
こ
ろ
が
森

総
理
か
ら
は
特
に
発
言
は
な
く
、
事
務
方

が
用
意
し
た
メ
モ
を
読
ん
で
閉
会
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
上
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、

会
議
中
、
背
後
に
座
る
官
邸
の
ス
タ
ッ
フ

と
何
や
ら
、
会
合
と
は
関
係
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
を
ず
っ
と
話
し
込
ん
で
い
た
姿
で

あ
る
。
私
は
、
森
総
理
が
こ
の
会
議
に
関

心
が
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
。

解
散
総
選
挙
を
控
え
る
中
で
森
総
理

は
、
政
権
の
維
持
を
ど
の
よ
う
に
図
れ
ば

良
い
か
と
い
う
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
政
治
に
近
い
と

こ
ろ
で
働
い
て
き
た
私
に
は
十
分
に
理
解

で
き
る
。
今
日
、
官
邸
会
議
に
お
い
て
、

大
き
な
政
策
の
方
向
性
が
決
ま
る
の
が
当

た
り
前
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
も
と
で
も
会
議

が
開
か
れ
た
の
は
良
か
っ
た
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
思
う
。

そ
の
後
、
産
業
競
争
力
会
議
は
産
業

新
生
会
議
に
衣
替
え
を
し
、
森
総
理
の

主
宰
の
も
と
で
４
回
の
会
合
が
開
か
れ
、

２
０
０
０
年
11
月
９
日
を
も
っ
て
終
了
し

た
。
各
省
庁
が
用
意
す
る
政
策
メ
ニ
ュ
ー

を
追
認
す
る
だ
け
の
会
議
に
な
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
事
務
局
が
今
井
会
長
に

相
談
の
上
、
会
議
の
終
了
を
望
む
旨
を
通

商
産
業
省
、
及
び
官
邸
に
伝
え
了
承
さ
れ

た
。

森
総
理
の
退
陣
、

中
央
省
庁
再
編
の
始
動

産
業
新
生
会
議
が
幕
を
閉
じ
た

２
０
０
０
年
11
月
、
そ
の
21
日
に
は
衆
議

院
本
会
議
に
お
い
て
森
内
閣
不
信
任
決

議
案
が
上
程
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い

わ
ゆ
る
「
加
藤
の
乱
」は
不
発
に
終
わ
り
、

森
内
閣
は
生
き
延
び
た
。
そ
の
よ
う
な
不

安
定
な
政
治
情
勢
の
も
と
議
論
さ
れ
て
い

た
の
は
、
２
０
０
１
年
１
月
の
中
央
省
庁

再
編
を
機
に
設
置
の
決
ま
っ
て
い
た
経
済

財
政
諮
問
会
議
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す

る
か
で
あ
っ
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
は
周
知
の
通
り
、

総
理
大
臣
以
下
、
関
係
閣
僚
と
外
部
の

民
間
有
識
者
（
民
間
議
員
）
だ
け
が
出

席
で
き
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
が
予
算
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編
成
に
も
反
映
さ
れ
る
。
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
の
決
定
が
絶
対
で
あ
る
こ
と

に
、
与
党
自
民
党
か
ら
不
満
の
声
が
も
れ

聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
森
総
理
は
、

２
０
０
０
年
７
月
に
内
閣
と
与
党
の
幹

部
を
集
め
た
「
財
政
首
脳
会
議
」
な
る
組

織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
三
党
連
立
内
閣

ゆ
え
、
与
党
側
か
ら
三
党
の
幹
事
長
、
政

調
会
長
な
ど
の
政
策
責
任
者
、
参
議
院
の

幹
部
な
ど
が
出
席
、
そ
れ
に
経
済
財
政
諮

問
会
議
に
も
出
席
す
る
関
係
閣
僚
が
出

席
す
る
と
い
う
、
大
人
数
の
会
合
を
設
け

る
こ
と
で
、
政
府
・
与
党
の
政
策
一
致
を

図
ろ
う
と
い
う
意
図
か
ら
だ
っ
た
。
森
総

理
は
、
そ
の
会
議
体
を
２
０
０
１
年
１
月

以
降
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
設
置
さ

れ
た
後
も
存
続
さ
せ
る
考
え
だ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
21
世
紀
臨
調
」（
新

し
い
日
本
を
つ
く
る
国
民
会
議
、
会
長
は

亀
井
正
夫
社
会
経
済
生
産
性
本
部
会
長
、

当
時
）
が
か
み
つ
い
た
。
中
央
省
庁
再
編

の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
経
済
財
政

諮
問
会
議
の
位
置
づ
け
を
曖
昧
に
し
、
屋

上
屋
を
重
ね
る
よ
う
な
組
織
の
創
設
に

反
対
す
る
旨
の
緊
急
提
言
が
発
表
さ
れ

た
。
当
時
、
自
民
党
の
幹
事
長
は
古
賀
誠

氏
だ
っ
た
が
、
財
政
首
脳
会
議
の
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
古
賀
氏
す
ら
、「
二
重
構
造
み
た
い

な
こ
と
は
や
め
た
方
が
い
い
」
と
発
言
し
、

森
総
理
の
掲
げ
た
構
想
は
つ
い
え
た
。

そ
の
後
、
森
内
閣
は
、
２
０
０
１
年
２

月
10
日
に
起
き
た「
え
ひ
め
丸
事
故
」（
高

校
生
の
乗
っ
た
練
習
船
「
え
ひ
め
丸
」
が

米
国
の
原
子
力
潜
水
艦
と
ハ
ワ
イ
沖
で
衝

突
し
て
沈
没
、事
故
の
一
報
が
入
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ゴ
ル
フ
を

続
け
た
森
総
理
が
批
判
さ
れ
た
）
を
契
機

に
支
持
率
が
急
落
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
世

論
調
査
で
一
桁
の
内
閣
支
持
率
と
い
う
非

常
事
態
に
直
面
し
た
こ
と
も
あ
り
、
自
民

党
内
で
森
降
ろ
し
の
動
き
が
加
速
し
、
そ

の
年
の
４
月
26
日
に
森
内
閣
は
総
辞
職

し
た
。

自
民
党
総
裁
選
で
は
、
小
泉
純
一
郎
氏

が
森
派
か
ら
飛
び
出
し
、
脱
派
閥
を
掲

げ
て
出
馬
、
橋
下
龍
一
郎
氏
、
亀
井
静
香

氏
、
麻
生
太
郎
氏
と
総
裁
の
座
を
争
っ

た
。
そ
の
結
果
、世
論
調
査
で
ト
ッ
プ
だ
っ

た
小
泉
氏
が
、
地
方
票
を
増
や
し
た
総

裁
選
ル
ー
ル
の
変
更
も
あ
っ
て
圧
勝
、
４

月
26
日
に
国
会
で
の
指
名
を
受
け
て
、
第

八
十
七
代
内
閣
総
理
大
臣
の
座
に
就
い

た
。組

閣
で
は
、
外
務
大
臣
に
田
中
眞
紀
子

氏
が
指
名
さ
れ
、
田
中
大
臣
を
は
じ
め
女

性
５
人
が
入
閣
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
驚

い
た
の
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
を
仕
切

る
経
済
財
政
担
当
大
臣
に
民
間
人
の
竹

中
平
蔵
慶
應
義
塾
大
学
教
授
を
据
え
た

こ
と
だ
っ
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
民
間
人

小
泉
総
理
が
議
長
と
な
る
最
初
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
は
、
５
月
18
日
に
開

催
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
内
閣
か
ら
経

済
財
政
担
当
大
臣
の
竹
中
氏
に
加
え
、
塩

川
正
十
郎
財
務
大
臣
、
片
山
虎
之
助
総

務
大
臣
、
平
沼
赳
夫
経
済
産
業
大
臣
、
福

田
康
夫
官
房
長
官
、
そ
れ
に
日
本
銀
行
速

水
優
総
裁
、
民
間
か
ら
は
ウ
シ
オ
電
機
牛

尾
治
朗
会
長
、ト
ヨ
タ
自
動
車
奥
田
碩
会

長
、
大
阪
大
学
本
間
正
明
教
授
、
東
京

大
学
吉
川
洋
教
授
だ
っ
た
（
以
上
、
役
職

は
当
時
）。
民
間
議
員
は
、
森
前
総
理
が

決
め
た
、
そ
の
ま
ま
の
陣
容
だ
っ
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
は
、
早
速
、
政
府

予
算
の
編
成
指
針
と
な
る
骨
太
方
針
の

策
定
作
業
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
細

部
に
つ
い
て
介
入
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た

財
務
省
や
自
民
党
の
幹
部
か
ら
執
拗
な

牽
制
が
入
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

議
員
内
閣
制
の
本
文
か
ら
す
れ
ば
、
日
銀

総
裁
や
民
間
議
員
、
さ
ら
に
は
民
間
出
身

の
竹
中
大
臣
が
政
府
予
算
の
基
本
方
針

を
決
め
る
の
は
問
題
だ
と
い
う
意
見
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
小
泉
総
理
は
意
に
も
介

さ
ず
、
竹
中
大
臣
や
４
人
の
民
間
議
員
に

対
し
、「
気
に
せ
ず
、
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く

れ
」
と
鼓
舞
し
、
ま
た
与
党
内
か
ら
の
声

を
封
じ
た
。

そ
の
年
の
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選

挙
が
あ
っ
た
が
、
小
泉
総
理
・
総
裁
の
型

破
り
な
言
動
が
有
権
者
の
支
持
を
得
て
、

自
民
党
は
圧
勝
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

を
内
閣
の
司
令
塔
に
す
る
と
い
う
小
泉

総
理
の
方
針
に
異
を
唱
え
る
者
も
い
な
く

な
っ
た
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、
２
０
０
２

年
度
の
シ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
も
議
論
さ

れ
た
が
、
民
間
議
員
の
提
案
し
た
「
５
兆

円
の
財
政
支
出
の
削
減
（
主
に
旧
来
型
の

公
共
事
業
の
削
減
）
と
重
点
分
野
（
Ｉ
Ｔ

や
環
境
、
少
子
高
齢
化
な
ど
７
分
野
）へ

の
２
兆
円
配
分
」
が
了
承
さ
れ
、
８
月
10

日
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
予
算
の
シ
ー
リ
ン

グ
に
こ
の
大
胆
な
予
算
編
成
の
方
針
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
財
務
省
の
予
算
編
成
権
ま

で
を
縛
る
内
容
が
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
議
論
さ
れ
、
閣
議
決
定
ま
で
さ
れ
た
こ

と
に
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

（
続
く
）




